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中心市街地の状況について

【資料1】



大分市中心市街地活性化の状況
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※中心市街地は非常に厳しい状況となっている。
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◆平成２３年度の歩行者通行量調査ポイント別の状況

平成23年の通行量調査では、東西のまちで状況が異なっており、まち全体の回遊性を

 向上させるためには、街の中心にある中央通りを賑わいの拠点とする必要がある。

※ポイント１：中央通りを活用したまち全体の回遊性の向上

◆大分駅ビルの来館者は年間約１０００万人と予想される。

※ポイント２：約1000万人の来館者が足を延ばすまちの魅力づくり
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※ポイント３

 
買い物だけでない魅力の提供

◆大分市の中心市街地の来街頻度が下がった要因

Ｈ２４．２消費者購買実態調査

中央通りを活用して、東西のまちをつなぎ、まち全体の回遊性を向上させ

 るとともに、買物以外の魅力の提供により市民の皆さんが何度でも訪れ、

 さらには駅ビルの来館者が足を延ばすような空間を創出することが必要

◎ 中心市街地の状況（まとめ）

※ポイント１～３の実現
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過去の社会実験（歩行者天国）
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平成17年10月8日（土） 平成18年10月28日（土） 平成19年11月22日（木）

主催者 大分都心まちづくり委員会 歩行者天国実施協議会 歩行者天国実施協議会

交通規制 11時～16時 11時～17時 18時50分～22時

規制範囲 府内町側の一部の道路で一方通行

 
を解除

府内町と中央町の一部の道路の進

 
入を禁止するとともに一方通行を

 
解除

中央町から府内町の一帯
（七夕まつりと同様の規制範囲）

開放時間 12時～15時 12時～16時 19時30分～21時30分

形 態 大銀駅前支店からガレリア竹町横

 
断歩道までの西側3車線
約350ｍ（東側バスのみ走行）

パルコ前からパチンコ大商までの

 
東側3車線
約350ｍ（西側バスのみ走行）

パルコ前からパチンコ大商までの6

 
車線

来街者数 約3万8千人 約3万4千人 約5万2千人

催事内容 生活文化展協賛事業として実施
○おおいた土曜市
○大分ＡＭＷ出前プロレス
○特設ステージ

バンド演奏・太鼓演奏
大分トリニータシャムスカ監督の

 
トークショー

○おおいた国体ＰＲブース
○大分土曜市
○移動販売車カフェガーデン
○特設ステージ

・トキハ、パルコ、フォーラ

 
ス共同ファッションショー

・バンド演奏
○公共交通利用促進イベント

（バス利用者対象の抽選会）

「いい夫婦の日」に関連付けて実施
○「いい夫婦の日」記念イベント
○おおいた国体ＰＲコーナー
○大分土曜市
○大分ファンタジー事前点灯式
○特設ステージ
・大分のプロスポーツ4チームのコ

 
ラボイベント
○周辺商店街での事前集客イベント

 
と
個店の営業延長
○公共交通利用促進イベント

（バス利用者対象の抽選会）

【中央通りでの歩行者天国の実施】

目的：中心部に賑わいを取り戻す
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【中央通り再編案の提案】

歩行者天国開催状況

中央通りが賑わいの拠点となりうる

中心市街地活性化準備委員会からの
 中央通り４車線化による賑わい空間の創出の提案

「中央通りの人優先空間の再構築事業」として
 中心市街地活性化基本計画に反映
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都心南北軸整備事業の実施
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大分地区の構想
【まちづくりの目標】

 「緑あふれる広域都心の形成」

都心南北軸
「都心の顔となるメインストリート」
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【大分都心南北軸トータルデザインコンセプト】

• 小さな森から大きな森へ

－市民が育む賑わいの舞台づくり－

• 歩いて楽しい道へ、そして賑わ
 いのある街へ
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市民協働のまちづくり

【資料4】



【市民協働のまちづくり】
◆第１回意見交換会

 

平成23年9月1日開催
都心南北軸沿道関係者からの「理想としているまちの姿」についての意見発表

◆第２回意見交換会

 

平成23年10月24日開催
有識者・専門家による「都心南北軸を活かしたまちづくり」について意見発表

◆第３回意見交換会

 

平成23年12月16日開催
シンボルロード整備事業・北口駅前広場整備事業、市の整備計画（案）の提示

◆第４回意見交換会

 

平成24年2月26日開催
ソフト施策を中心とした中心市街地の活性化についての意見交換

◆第5回意見交換会

 

平成24年4月22日開催
市民活動の展開による中心市街地の活性化についての意見交換

◆第６回意見交換会

 

平成24年６月10日開催
中央通りの公共空間の活用などについての公開プレゼンテーション

◆第７回意見交換会

 

平成24年７月１、2日開催
都心南北軸整備事業総括責任者西村浩氏と提案者による車座討論会

◆第８回意見交換会

 

平成24年７月22日開催
バーチャルリアリティを活用した中央通り再編に向けた意見交換会

◆第９回意見交換会

 

平成2４年８月

 

９日開催
中心市街地におけるまちづくりの将来構想の提示

◆第10回意見交換会

 

平成24年８月24日開催
都心南北軸整備スケジュールを中心とした意見交換

●説明会

 

平成24年11月1日
・グランドデザイン詳細説明について
・大分駅前交差点及び中央通り南交差点交差点形状について
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26票
(22.6％)

21票
(18.3％)

12票(10.4％)

10票(8.7％)

7票(6.1％)

第６回意見交換会公開プレゼンテーション
参加者によるアンケート投票結果

39票
(33.9％)

◆アートと交通のまちづくり

◆トランジットモールから始まる
にぎわいまちなかプランの提案

◆子育て中のママたちの
「まちづくり」に対する気持ち

◆みちとまちとひと

◆快適な空間づくりを目指して
「にぎわい創出プラン」

◆７票未満の１６提案

全１１５票

投
票
の
上
位
５
提
案
が
中
央
通
り
に
に
ぎ
わ
い
や

歩
行
者
に
優
し
い
空
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グランド
デザイン構成

意見・提言内容まとめ キーワード
グランド
デザイン構成

意見・提言内容まとめ キーワード

通行量からの決定ではなく、まちづくりの観点から決定 エリアマネジメント 公共施設の府内町周辺からの移転計画の中止 エリアマネジメント

現代アートの設置や作品発表の場 芸術文化の創造 アートと交通のまちづくりに向けての整備の方向性の推進 芸術文化の創造

ストリートカルチャーの展開（一芸発表舞台） 芸術文化の創造 県庁前古国府線・中央通りの機能の見直し 道路網の見直し

歩行者天国の実施（音楽、ダンス、美術系の発表の場として） 大イベント 中央通りと県庁前古国府線の計画実施時期等の関連 道路網の見直し

府内戦紙の開催・強化 大イベント 府内町の一方通行の見直し 道路網の見直し

歩行者天国にするための移動可能な植栽や店舗、駐輪場、ファニチャー 日常のにぎわいづくり
中心部は公共交通の充実を図り、東西軸も含む周辺の交通流動についても十
分検討すること

道路網の見直し

傘付きのテーブル、ベンチ、足湯、オープンカフェなどの設置 日常のにぎわいづくり 道路形態から設置可能な歩道の一部に切り込んだ駐車ベイの設置 交通機能の確保

憩いの場づくり、パブリックスペース 日常のにぎわいづくり トラック駐車スペース・ヤードの設置 交通機能の確保

トランジットモールインフォメーションセンター（パパママ応援セン
ター、休憩所、駐輪場、ベビーカー貸出、託児所、子供遊び場など）

日常のにぎわいづくり 4車線化反対(現状の車線維持) 交通機能の確保

おしゃれな店を中央通りに面して配置 日常のにぎわいづくり 中央通り4車線化による府内町全域の車両交通の影響 減車線化

商店街の方々に商売を考えてもらいたい 民間による賑わいづくり 中央通りのトランジットモール化 減車線化

南蛮ライティングの開催・強化 民間による賑わいづくり 中央通りを公共交通・歩行者優先（人に優しい)の通りとして整備 快適な歩行空間

朝市・クリエーターズ・軽トラ市、屋台街、マルシェなどの設置開催 民間による賑わいづくり
回遊性を高めるための提案(ポルトソール⇔縁起横町間横断歩道設置、昭和
通り歩道橋EV設置)

快適な歩行空間

駅ビルへの魅力創出 民間による賑わいづくり
大分駅セットバックに伴う中心市街地への誘導策について
(北口⇔中央通り間エスカレーター付地下道＆動く歩道の設置)

快適な歩行空間

スクランブル交差点の設置や横断歩道の増設 歩行者メイン動線 国道10号線を渡る屋根付き歩道橋の設置 快適な歩行空間

横断歩道橋に昇降機設置 歩行者メイン動線 大分駅⇔セントポルタ間の横断歩道にシェルターを 快適な歩行空間

滑りにくい舗装材 快適な都市環境 バス停留所(場所・数)の維持 公共交通サービス

危険のない植樹（枝など） 快適な都市環境 市道中央通り線について車線を決定する前に社会実験の実施を 社会実験の実施

緑の必要性（必要・不必要） 快適な都市環境 駅ビル完成までに中央通り整備を 整備時期

指定喫煙所の設置場所見直し 快適な都市環境 早期整備の推進 整備時期

可変植栽・可変店舗・可変電気設備・可変駐輪場 快適な都市環境
防災・避難を考慮した道路（車線拡幅・歩道空間の充実） 快適な都市環境
広々とした歩道、安心して歩ける遊歩道 快適な歩行空間
段差のない道路空間（歩道・車道） 快適な歩行空間
ペデストリアンデッキの整備（屋根付き） 快適な歩行空間
連続シェルターの設置（雨よけ） 快適な歩行空間
地上機器の地中化 快適な歩行空間
赤レンガ館前地下道の廃止 快適な歩行空間
車線数の確保（現状かそれ以上） 交通機能の確保
段差を作らない車線数可変型道路の整備（段階整備） 減車線化
歩行者や公共交通優先の道路（4車線以下） 減車線化
幅広い路肩（公共交通・荷捌き対応） 減車線化
タクシー待機スペースの確保と運営ルールづくり 公共交通サービス
バス路線・便数の拡充 公共交通サービス
バスレーン・バスターミナルの整備（トキハ前など） 交通結節拠点整備
店舗前や小規模駐輪場の分散配置・規制緩和 自転車利用の促進
自転車の走行空間を設置する 自転車利用の促進
自転車走行の禁止（土日のみ） 自転車利用の促進
社会実験に基づく歩車分離、車線数の決定、整備 社会実験の実施
駅ビル開業や県庁前古国府線整備後の交通量調査で車線数を決定 社会実験の実施

都市環境・景観

にぎわい

交通

にぎわい

交通

【市道中央通り線への意見・提言】
○意見交換会 ○大分市への個別要望・提言など

中央通り線への意見・提言数

・意見交換会（10回開催、参加：約2,300名）

意見数：40件（延べ148名）

（にぎわい：16件、都市環境：5件、交通：19件）

・個別要望・提言

意見数：20件（延べ25団体）

（にぎわい：2件、交通：18件）
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市民意見交換会・ワークショップ大分市中心市街地活性化基本計画大分市都市計画マスタープラン

目

 
的

市民

 
意見

大分市中心市街地グランドデザインの概念

中央通り整備方針

○回遊性を高め、にぎわいのある、歩いて楽しい人優先の歩行空間と
潤いのある緑豊かなメインストリート

○バリアフリーにより安全で快適な空間形成を行い、オープンスペース
でのにぎわいの創出を図ります

方

 
針

○大分市都市計画マスタープランのハード事業や大分市中心市街地
活性化基本計画によるにぎわいづくりのソフト事業、市民意見交換
会で出された意見を整理したものです

大分都心南北軸トータルデザイン
○都心最大の公共空間である都心南北軸を

視覚的・動線的な連続性に配慮した一体的な
計画づくりを行なう

【中央通り整備方針】
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中央通り線の現状
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・主要幹線道路
都市の拠点を連絡する道路

・幹線道路
都市内の各地区または主要施設相互の交通を集約して処理する道路

・補助幹線道路
主要幹線道路・幹線道路に囲まれた区域において、これらの幹線道路を補完し、区域内に発生する
交通を効率的に分散させる道路

【中心市街地幹線道路網の変化】
凡例：

凡例：

凡例：

県道大在大分港線

国道210号

中
央
通
り

県道大分臼杵線

国道10号

国
道
10
号

都
計

 

県
庁
前
古
国
府
線

国道197号

大分駅周辺総合整備事業以前の
中心市街地幹線道路網

庄の原佐野線

中
央
通
り

大分駅付近連続立体交差

大
分

駅
付

近
連

続
立

体
交

差

大分駅ビル

国
道

10号

県道大分臼杵線

県道大在大分港線

国道197号

国道210号

南北が一体となった
中心市街地幹線道路網

都
計

末
広

東
大

道
線

都
計

金
池

桜
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線 国
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計
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島
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【中央通り、県庁前古国府線の現況】

市道中央通り線

県庁前古国府線

25,975

24,374

19,919

18,252
19,234

17,69118,059

20,824
21,251

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H6年 H17年 H21年 H22年 H23年 H24年

台/日

県庁前古国府線

中央通り線

市道中央通り線は減少、県庁前古国府線は横ばい

平成24年10月4日調査
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市道中央通り線は、上り側（駅方向）の交通が多い

昭和通り方面

大分駅方面

10､212台/日 7,479台/日

17,691台/日

上下方向計

上り 下り

【中央通りの現況】

（約４割）（約6割）

平成24年10月4日調査
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市道中央通り線整備計画素案

【資料6】



■現状

7.0m 7.0m22.0m

36.0m

中央町側 府内町側

【資料6-1】



・休憩施設
 ・小規模駐輪場

 ・緑
 ・自転車走行空間

 ・バリアフリー化
 ・バス停の集約

 ・タクシー乗降場の確保
 ・タクシー待機システムの導入

【中央通りに求められている機能】

【市道中央通り線整備計画素案】

歩道空間の拡充による賑わい空間の創出
 （中央町側１車線、府内町側２車線）
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■目標とする断面

■現状
中央町側

7.0m

0.5m 3.25m 3.25m 3.25m 1.5m

11.0m

中央分離帯

2.5m 3.25m 0.5m
中央分離帯

2.5m

6.0m

9.5m

12.0m

歩行者・自転車が混在した移動空間

歩行者の移動空間

緑・賑わい・憩いの滞留空間

自転車通行帯

停車帯 車両通行帯

歩行者のための空間

【資料6-3】



■目標とする断面

■現状
府内町側

7.0m

0.5m3.25m3.25m3.25m1.5m

11.0m

中央分離帯

2.5m3.25m0.5m
中央分離帯

7.25m

8.25m0.5m3.25m

10.75m

歩行者・自転車が混在した移動空間

歩行者の移動空間

緑・賑わい・憩いの
滞留空間

自転車通行帯車両通行帯車両通行帯

歩行者のための空間
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歩行者のための空間
8.25m

2.5m
自転車通行帯

2.5m
自転車通行帯

中央町側 府内町側
車両

通行帯

車両
通行帯

停車帯

歩行者のための空間
9.5m

車両
通行帯
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市道中央通り線の交通量の検証

【資料7】



【市道中央通り線交通量予測】

年　度 項　目 国道１９７号 中央通り線 県庁前古国府線 3断面合計

現況交通量（台/日） 26,015 17,691 19,234 62,940

車線数 5車線 6車線 4車線 15車線

交通容量（台/日） 36,000 43,200 28,800 108,000

混雑度 0.72 0.41 0.67 0.58

推計交通量（台/日） 33,700 17,000 31,500 82,200

車線数 5車線 3車線 4車線 12車線

交通容量（台/日） 36,000 19,200 28,800 84,000

混雑度 0.94 0.89 1.09 0.98

平成42年
推計値

平成24年
10月4日調査

国が5年ごとに行う全国道路・街路交通情勢調査
（道路交通センサス）を基本に将来推計を実施

平成17年度交通センサスの活用

需要（交通量）と供給（交通容量）
の割合（混雑度）で各道路の
交通量を推計

交通容量：道路をスムーズに通過できる交通量
混雑度

 

：交通量／交通容量
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社会実験を踏まえた段階整備

【資料8】



【市道中央通り線整備計画素案】

歩道空間の拡充による賑わい空間の創出
 （中央町側１車線、府内町側２車線）

ステップ０
 

現況６車線
 

ステップ１
 

中央町側の整備
 ①（社会実験による検証）

 ②（中央町側１車線、府内町側現況３車線）
 

ステップ２
 

府内町側の整備
 ①（社会実験による検証）

 ②（中央町側１車線、府内町側２車線）

社会実験を踏まえた段階整備

【資料8-1】



番号 事　業　名

に４
環15

ホルトホール大分
（複合文化交流施設）

交19
に3
環18

大分駅
南口駅前広場整備

交6
に28
環16

シンボルロード
（100ｍ道路）整備

に2
環4

JR大分駅
駅ビル

に13 県立美術館

交19
に3
環18

大分駅
北口駅前広場整備

交3
（都）庄の原佐野線の
大分川渡河事業

番号 事　業　名

交8 (都)中島錦町線

交１１ (都)金池桜ヶ丘線

交14 (都)末広東大道線

交21
に28
環8
環17

市道中央通り線

交2
(都)県庁前古国府線
顕徳町一丁目交差点改良

交2
(都)県庁前古国府線
交差点部分改修

環10 ポルトソール電線類地中化

交17 府内町一方通行の検討

新規 駐車場整備の検討

交31
大分駅南
土地区画整理事業

平成３１年 平成３２年 平成３３年 平成３４年

平成２４年 平成２５年

大分駅北側地区グランドデザインスケジュール
平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

平成２６年 平成２７年 平成３４年

中心市街地主要事業整備スケジュール

平成３０年 平成３１年 平成３２年 平成３３年平成２８年 平成２９年

（平成２６年春　整備完了予定）

（平成２５年７月　オープン予定）

（平成２６年春　整備完了予定）

（平成２７年春　開業予定）

（平成２７年春　オープン予定）

（平成２７年春　整備完了予定）

（事業認可、設計、移転補償 等）

(右折レーンの設置等)

協議会設立、検討案策定･協議、実験 など

h27.3

h25.4 h29.3

h32.3

〈工事〉

社会実験

h26.3

h25.3

h30.3

短　　　期 中　　　期

（平成２９年春　整備完了予定）

〈工事〉 社会実験 〈工事〉

ステップ１ ステップ２

段階整備のスケジュール

※このスケジュールは現時点の予定であり、決定されたものではありません

【資料8-2】



7.0m 7.0m22.0m

36.0m

府内町側

～ステップ０～
■現況６車線

歩行者・自転車が

混在した移動空間

歩行者・自転車が

混在した移動空間

中央町側
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○歩行者空間の拡充による賑わい空間の創出

～ステップ１～
 【中央町側の整備】

社会実験の実施による検証

• 想定される課題の抽出

• 来街者のアクセス

（歩行者、車、バス、自転車 等）

• 賑わいを演出するソフトの実験

• 来街者数の変化

• 安全面の変化

• 来街者の満足度

① 社会実験の実施に関する協議会の設置（平成２５年度～）

（行政・地域住民・商工会議所・商店街関係者・交通事業者

 
等）

② 検証結果を
反映した整備

【資料8-4】



12.0m 7.0m17.0m

36.0m

2.5m 3.25m 0.5m
中央分離帯

2.5m

6.0m

9.5m

12.0m

歩行者の移動空間

緑・賑わい・憩いの滞留空間

自転車通行帯

停車帯 車両通行帯

歩行者のための空間

歩行者・自転車が

混在した移動空間
歩行者の移動空間

＋緑・賑わい・憩いの滞留空間

＋自転車通行帯

■全体断面

■中央町側歩行空間
～ステップ１～

中
央
町
側

府
内
町
側
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①実施のための条件整理
・県庁前古国府線整備（顕徳町1丁目交差点改良工事、右折レーン設置）

・府内町地区一方通行の検討

・府内町地区駐車場整備の検討

～ステップ２～
 【府内町側の整備】

社会実験の実施による検証
• 想定される課題の抽出

• 来街者のアクセス

（歩行者、車、バス、自転車等）

• 賑わいを演出するソフトの実験

• 来街者数の変化

• 安全面の変化

• 来街者の満足度

②社会実験の

実施に関する

協議会

③検証結果
を反映した
整備

○歩行者空間の拡充による

賑わい空間の創出
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12.0m 10.75m13.25m

36.0m

2.5m3.25m0.5m
中央分離帯

7.25m

8.25m0.5m3.25m

10.75m

歩行者の移動空間

緑・賑わい・憩いの
滞留空間

自転車通行帯車両通行帯車両通行帯

歩行者のための空間

歩行者の移動空間

＋緑・賑わい・憩いの滞留空間

＋自転車通行帯

歩行者の移動空間

＋賑わい・憩いの滞留空間

＋自転車通行帯

■全体断面

■府内町側歩行空間
～ステップ２～

中
央
町
側

府
内
町
側
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中心市街地活性化に向けた取り組み

【資料9】



【中心市街地活性化についての取り組み】

第1期
 

大分市中心市街地活性化基本計画

・平成20年7月に国の認定

・計画されている61事業中、現在、56事業約92％事業に着手。

・第1期

 
基本計画は、今年度末に計画期間が満了。現在、第2期

 
基本計

 画の策定を進めている。

・第1期

 
計画における、大分駅付近連続立体交差事業や大分駅南土地区

 画整理事業などの大型ハード事業が終了し新たな中心市街地が形成される。

・今後は、ソフト展開による活性化への取組みが主要な取組みとなる。

第２期
 

大分市中心市街地活性化基本計画
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シンボルロード
事務所

事務局

維持（清掃活動など） 運営（イベントや市民活動）

管理企画立案
広場貸して

 
ください

わいわい
がやがや

今度、あれ

 
しょうえ

■
 

シンボルロードでの取り組み

中
央
通
り
で
も
使
い
や

 

す
い
歩
道
空
間
の
実
現

 

に
向
け
て
検
討

・市民協働による

維持・運営・管理のイメージ
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○中央通りのソフト展開による活性化の取組み

・音楽やアートなどのイベントの開催や市民活動の場としての賑わいの創出

・移動販売車の設置やイス・テーブル等の設置によるオープンカフェなどの

 憩いの空間の提供

・軽トラ市など産直品の提供などを行うイベントの開催による賑わいの創出

様々なイベントや市民活動を行う組織を一元化した、イベントコ

 ミュニティ連携組織「マッチクリエイト」を核として、今後の中

 心市街地の賑わいの創出を図る

イベントコミュニティ連携組織
「マッチクリエイト」
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